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人生初の囲炉裏体験

　　 火起こしをお手伝い
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２０２１年５月号

02 会津鉄道を支える「若き力」
06 林業成長産業化地域創出モデル事業
08 東京 2020 オリンピック聖火リレー

フォトグラフ
10 役場からのお知らせ

令和３年度新規採用職員をご紹介 /
町職員採用候補者試験のご案内 / 脳
げんきカフェに足を運んでみません
か / 初心者向け藍染講座受講生を募
集 / ごみ集積所ボックスの整備を支
援 / ５年に一度の「経済センサス」
回答にご協力ください

14 まちの話題
地方の暮らしを支えるために / ドキ
ドキとワクワクが交差 / 迅速な消火
活動に向けて / 内堀知事が町を訪問
/ 少年剣道大会とともに歩む / 子ど
もたちの交通安全を願って /「球春」
到来を告げる / 新入学児童の「学び」
を支援 / アルメニア共和国との交流
に向けて

17 大宅町長の公務百景 / ふるさと納税
応援寄附金

18 くらしの情報
お知らせ・募集（５件）・相談（２件）
５月の納税こよみ

20 すまいるだより vol37
21 健康通信

令和３年度子宮がん・骨粗しょう症・
乳がん検診のご案内 / ５・６月の日
曜当番医 / 健康レシピ

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ / まちの人口 / 編集後記
24 町からのお知らせをメールで確認

しましょう！

今月の表紙
　奥会津博物館には、連休中に多く
の家族連れが訪れました。子どもた
ちも昔ながらの生活を体験し、楽し
い時間を過ごしたようです。

　「
接
客
」
と「
機
械
」
に
憧
れ

　
　
　 

会
津
鉄
道
に
た
ど
り
着
く

　

中
荒
井
出
身
の
湯
田
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
に
民
間
企
業
へ
就
職
し
ま
す

が
、日
を
追
う
ご
と
に
、心
の
中
で
「
あ

る
思
い
」
が
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
接
客
に
携
わ
る

こ
と
」
や
「
機
械
に
触
れ
る
こ
と
」
へ

の
憧
れ
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
変
わ
る
こ
と
な
く

抱
き
続
け
た
「
大
切
な
夢
」
を
実
現
す

べ
く
、
湯
田
さ
ん
が
新
た
に
選
択
し
た

舞
台
は
会
津
鉄
道
㈱
で
し
た
。駅
業
務
、

車
掌
、
本
社
勤
務
、
車
両
整
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験
し
、
間
も
な

く
8
年
目
を
迎
え
ま
す
。　

　

列
車
特
有
の
音
色
を
周
り
に
響
か
せ

な
が
ら
、
ホ
ー
ム
に
ゆ
っ
く
り
と
1
台

の
列
車
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
、
何
か
が
お
か
し
い
。
列
車
内

に
乗
客
は
な
く
、
運
転
士
さ
ん
た
だ
一

人
。
ま
た
、
列
車
を
待
つ
お
客
さ
ん
の

姿
も
な
く
、
列
車
の
到
着
を
知
ら
せ
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。一
体
、

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
―
。

　
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン 

―

　

す
で
に
、
お
気
付
き
の
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
は
、
会
津

鉄
道
㈱
の
車
両
基
地
。
接
客
を
担
う

　
　

表
舞
台
と
は
異
な
り
、
車
両
の
整
備
を

担
う
舞
台
裏
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

会
津
田
島
駅
に
併
設
さ
れ
た
車
両

基
地
は
、
列
車
が
安
全
・
安
心
な
運
行

を
続
け
る
た
め
に
、
何
よ
り
乗
客
の
命

を
守
る
た
め
に
、
車
両
を
保
守
・
維
持
・

管
理
す
る
大
切
な
施
設
。

　

通
勤
や
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
通
院
や

お
買
い
物
に
出
か
け
る
方
な
ど
、
会
津

鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
々
を

安
全
に
目
的
地
へ
輸
送
す
る
と
い
う

使
命
―
。
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
な
い

場
所
で
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
使
命
・

重
責
を
担
い
、
車
両
と
向
き
合
う
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

表
舞
台
と
舞
台
裏
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
ッ
フ
が
汗
を
か
く
こ
と
で
、
成
り

立
つ
会
津
鉄
道
。
今
号
で
は「
表
と
裏
」

両
方
の
視
点
か
ら
、
鉄
道
を
支
え
る

「
若
き
力
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　会津鉄道株式会社

　　運輸部  車両課  車両係

　　　  　　湯田  友
ともかず

和 さん （中荒井）

　
会
津
鉄
道
を
支
え
る

　      
「
表
裏
一
体
」
の
ス
タ
ッ
フ

　「
音
」
を
通
じ
て

　
　
　
　 

車
両
と
会
話
を
交
わ
す

　

会
津
鉄
道
は
、
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅

か
ら
西
若
松
駅
間
を
結
ぶ
路
線
。
直
通

乗
り
入
れ
を
含
め
る
と
、
喜
多
方
駅
か

ら
東
武
日
光
駅
ま
で
の
区
間
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

運
行
車
両
の
す
べ
て
を
会
津
田
島
駅

の
車
両
基
地
で
整
備
し
て
い
る
こ
と

を
、
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
。

　

車
両
整
備
の
担
当
と
し
て
、
運
転
に

必
要
不
可
欠
な
装
置
（
台
車
・
ブ
レ
ー

キ
な
ど
）
を
３
日
に
一
度
の
短
い
周
期

で
点
検
す
る
「
仕
業
検
査
」
や
、
３
カ

月
間
隔
で
詳
細
な
整
備
を
施
す
「
交
番

検
査
」
な
ど
に
従
事
す
る
日
々
。

　

特
に
注
意
を
払
う
も
の
は
、
車
両
が

発
す
る
「
音
」。「
エ
ン
ジ
ン
音
」
や

ブ
レ
ー
キ
に
関
わ
る
「
エ
ア
ー
音
」、

各
設
備
の
「
動
作
音
」
な
ど
、
異
音

が
な
い
か
耳
を
研
ぎ
澄
ま
し
な
が
ら
、

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

地
道
な
作
業
に
集
中
し
て
取
り
組
め

る
の
は
、
お
客
さ
ま
の
存
在
が
あ
っ
て

　
鉄
道
の
舞
台
裏
か
ら

　
　
　 

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
そ
。
お
客
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
少
な
い
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、
楽

し
み
な
が
ら
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
姿
を

想
像
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
せ
ず
乗
車

で
き
、
車
内
を
自
由
に
歩
く
こ
と
も
で

き
る
鉄
道
。
こ
れ
は
、
高
い
安
全
性
が

証
明
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

安
全
性
を
維
持
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
鉄
道
会
社
を
目
指
し
た

い
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
ご
乗
車

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写真㊤３枚　ブレーキ装置の摩耗した部品を交換（作業手順：左から）

　写真㊧㊦
　　運転席でシステム機器の動作を確認する
　　とともに、発せられる「音」もチェック　

写真㊤３枚　車両整備の様子（左から給油・ワンマン整理券発券機・トイレ）

会津鉄道を支える「若き力」―会津鉄道を支える「若き力」―
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　会津鉄道株式会社

　　駅事業部  会津田島駅  営業係

　　　  　　渡辺  聖
せ な

南 さん （高野）

　
身
近
な
存
在
だ
っ
た

　
　
　 
　
　
会
津
鉄
道
の
一
員
に

　

高
野
出
身
の
渡
辺
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
に
一
旦
地
元
を
離
れ
ま
す
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
。
家
業
で
あ
る
農
業
を
手
伝

い
始
め
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
農
業
に

従
事
す
る
日
々
を
送
り
ま
す
が
、
い
つ

し
か
「
自
立
し
て
仕
事
が
し
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
自
分
に

気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
も
の

が
、
幼
い
頃
か
ら
よ
く
目
に
し
て
い
た

「
会
津
鉄
道
」。
実
家
か
ら
近
く
、
何
度

も
足
を
運
ん
だ
身
近
な
存
在
に
関
わ
り

た
い
と
い
う
思
い
で
、
会
津
鉄
道
㈱
に

入
社
。
窓
口
業
務
を
担
当
し
、
2
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
え
る

　
　
　 

　
　
　
存
在
に
な
り
た
い

　

始
発
や
最
終
列
車
の
お
客
さ
ま
を

送
り
出
す
と
同
時
に
、
迎
え
入
れ
る
窓

口
業
務
。
会
津
鉄
道
㈱
の
職
員
を
代
表

し
て
、
お
客
さ
ま
と
接
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
礼
儀
・
礼
節
を
忘
れ
ず
、

緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
目
的
地
は
多
岐
に
わ
た

り
、
何
回
も
鉄
道
を
乗
り
換
え
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
勉
強
す
る
毎
日
。

　

通
勤
・
通
学
の
方
、
病
院
に
通
う
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
、
身
体
が
不
自
由
な

方
、
遠
方
か
ら
お
越
し
の
方
な
ど
、
多

く
の
お
客
さ
ま
と
接
し
、
感
謝
さ
れ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
に
は
お
叱
り
を
受

け
る
こ
と
も
―
。

　

ど
ん
な
立
場
の
お
客
さ
ま
に
も
寄
り

添
え
る
職
員
を
目
指
し
、
今
日
も
窓
口

に
立
つ
渡
辺
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
将
来
を
担
う

　
　
　 
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

地
域
住
民
の
貴
重
な
移
動
手
段
を
維

持
し
、
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
て
時
刻
通
り

に
列
車
を
運
行
す
る
。
会
津
鉄
道
が
地

域
に
果
た
す
役
割
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
き
ま
す
。

　

会
津
鉄
道
㈱
は
「
地
域
住
民
の
役

に
立
つ
」
こ
と
を
実
感
で
き
る
、
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
。
町
の
将
来
を
担
う

皆
さ
ん
、
そ
う
私
た
ち
と
同
世
代
の
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
仕
事
内

容
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が
い
れ
ば
、

い
つ
で
も
会
津
田
島
駅
の
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　写真㊧２枚
　　２種類のシステムを併用し、特急
　　券や乗車券を発行

　写真㊦ 2 枚
　　旧国鉄時代から使用されている器
　　具も現役で活躍中

写真㊨
　お客さまを最初に迎え入れる「顔」
　として、笑顔を欠かさない渡辺さん

写真㊦
　今年度入社したばかりの後輩社員
　に窓口業務を指導

　　「111スリーワンきっぷ」
　　　　　　　　　　　 をご存じですか？ 聖南さん

からの

  オススメ！
　福島県では、毎月１日・11日・21日を「バス・鉄道利用促進
デー」と定めています。マイカー利用を控え、地球環境にやさ
しいバスや鉄道を利用しようという取り組みです。
　会津鉄道（株）でも、利用促進デーに合わせ、お得な「111
スリーワンきっぷ」をご用意しています。通常料金より安く
お買い求めいただけることに加え、会津高原尾瀬口駅から西
若松駅までの片道フリーきっぷなので、同一方向に何度でも
途中下車が可能です。ぜひご利用ください。

区　分 大　人 小　人
通常きっぷ 1,910円 960円

スリーワンきっぷ 1,110円 550円 お得きっぷ情報

　　「会津鉄道フォトギャラリー」
　　　　　　　　に投稿してみませんか？

友和さん
からの

  オススメ！
　会津鉄道（株）のホームページや公式インスタグラムでは、
皆さんから投稿いただいた「これぞ！」という写真を紹介し、
会津鉄道と沿線の魅力を発信しています。
　専用のフォームから写真を投稿いただくと、ホームページ
とインスタグラムの両方に掲載することができますので、我
こそはという写真家の皆さん、ぜひ会津鉄道のＰＲにお力添え
ください。関係団体と連携したフォトコンテストも定期的に
開催していますので、ぜひチェックしてみてください。

  投稿専用
　　   フォ―ム

  専用フォト
　   ギャラリー

　　地域間輸送の要である会津鉄道
　　　　　　　　　　ぜひご利用ください

　会津鉄道（株）では、お座トロ展望列車の運行、猫駅長や
鉄道むすめ「大川まあや」の活用、地方の三セク鉄道と連携
した取り組みなど、さまざまな視点からの誘客に努めています。
　また、列車の運転体験や線路の保線体験など、地域住民が
鉄道を知り、触れ合う機会も数多く設けてきました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、利用者数
の減少に直面しています。この機会に、地域に根差す鉄道の
魅力を再認識するとともに、鉄道を利用する機会を増やして
みませんか。新しい発見が、皆さんを待っています。
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取り組み状況をご紹介します取り組み状況をご紹介します　　

　林業成長産業化
　　　  地域創出モデル事業

　

総
土
地
面
積
の
90
％
以
上
を
森
林
が

占
め
る
南
会
津
町
。昭
和
30
年
代
に
は
、

優
良
広
葉
樹
材
の
供
給
地
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
、
基
幹
産
業
の
「
林
産

業
」
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
優
良
広
葉
樹
の
減
少
や
、

安
価
な
外
国
産
材
の
流
入
な
ど
に
よ
り
、

林
産
業
は
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
、
戦
後
に
植
栽
し
た
樹
木
が
成
長

し
、
よ
う
や
く
木
材
と
し
て
利
用
で
き

る
段
階
に
至
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま
え
、町
で
は
、

林
業
を
核
と
し
、
地
域
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
。平
成
29
年
度
に
は
、

林
野
庁
に
よ
る
補
助
事
業
「
林
業
成
長

産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」
の

「
モ
デ
ル
地
域
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
業
成
長
産
業
化

　
　
　 

地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
と
は

　

当
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
戦
後
に
植
栽

し
た
樹
木
が
木
材
と
し
て
の
利
用
時
期

を
迎
え
る
中
、
町
産
材
の
利
用
を
高
め

る
こ
と
で
、
木
の
伐
採
か
ら
加
工
・
販

売
に
至
る
事
業
者
が
連
携
し
、
地
元
へ

　
林
業
を
核
と
し
た
地
域
振
興
に

　
　
　
　
　
　 

取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
利
益
還
元
や
地
域
活
性
化
に
結
び
付

け
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
の
出
発
点
と
な
る

　
　
　  

「
丸
太
」
の
生
産
量
を
増
加

　

町
で
は
、最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

南
会
津
森
林
組
合
に
対
す
る
「
林
業
機

械
」
の
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。
作
業

道
の
敷
設
を
は
じ
め
、
立
木
の
伐
倒
作

業
や
玉
切
り
・
枝
打
ち
作
業
を
機
械
で

行
う
こ
と
で
、
作
業
お
よ
び
生
産
効
率

は
大
幅
に
上
昇
。
丸
太
の
生
産
量
増
加

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
地
域
の
林
業
経
営

の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
の

体
制
強
化
を
は
じ
め
、
木
材
販
売
の
強

化
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元
な
ど
を
推

進
す
る
た
め
、「
森
林
組
合
法
」
を
改

写真㊦　森林組合に導入した林業機械　
町
産
材
の
利
用
を
促
し

　
　
　 

　
　
　
　
地
域
経
済
を
刺
激

　

林
業
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
丸
太
（
町
産
材
）
に
よ
っ
て
地
域
経

済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
。
町
産
材
が

町
内
で
加
工
さ
れ
、
有
効
に
利
用
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
内
利
用
お
よ
び
消
費
を
拡
大
す
る

た
め
、
公
共
施
設
で
の
利
用
や
、
住
宅

の
新
築
・
増
改
築
で
町
産
材
を
利
用
す

る
た
め
の
経
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
町
産
材
の
一
部
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
用
の
燃
料
チ
ッ
プ
へ
の
加

工
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
物
由
来

の
有
機
性
資
源
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
は
、
太
陽
光
や
風
力
と
並
び
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
展
望
を
踏
ま
え
、
燃

料
チ
ッ
プ
製
造
施
設
の
機
能
を
強
化
す

る
町
内
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
利
用
を
促
進
し
た
と
し
て
も
、

町
産
材
の
す
べ
て
を
町
内
で
消
費
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
町
産
材
の
付
加

価
値
を
高
め
、
い
か
に
し
て
町
外
に
販

売
し
て
い
く
か
。
知
恵
を
出
し
合
い
、

「
木
の
町
」
と
し
て
の
存
在
を
強
く
打

ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ウ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
ル
・
ア
ー
ト
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
存
じ
で
す

か
。
町
と
事
業
者
が
連
携
し
、
イ
ン
テ

リ
ア
用
の
商
品
を
開
発
す
る
新
た
な

試
み
で
す
。

写真㊤　町産材を使用した住宅（内観）

　
町
産
材
の
価
値
を
高
め

　
　
　 

　
　
　 

「
木
の
町
」
を
確
立

　

町
で
は
、
上
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
、
町
産
材
を
核
と
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
事
業

者
が
連
携
す
る
拠
点
を
令
和
３
年
度
に

整
備
し
ま
す
。

　

広
報
紙
面
を
通
じ
、
拠
点
施
設
の

概
要
や
整
備
状
況
な
ど
を
適
時
ご
紹
介

し
ま
す
。

     【問合せ】
　 林業成長産業化推進室
　 　電話  0241-62-6220

 写真㊤㊧
　 町産材をふんだんに利用した
　 「ウッド・ウォール・アート」
　 が設置されたホテルのダイニ
　 ングスペース （静岡県熱海市）

ブナ（広葉樹）ブナ（広葉樹）ナラ（広葉樹）ナラ（広葉樹）カラマツ（針葉樹）カラマツ（針葉樹）

正
し
ま
し
た
。

　

経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

で
は
、
町
が
仲
介
役
と
し
て
森
林
所
有

者
と
担
い
手
を
つ
な
ぐ
「
森
林
経
営

管
理
制
度
」
も
平
成
31
年
度
か
ら
運
用

さ
れ
て
お
り
、
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

と
モ
デ
ル
事
業
を
掛
け
合
わ
せ
、
丸
太

の
生
産
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

写真㊤　町産材の利用価値を高めるため
　　　　の研修を開催
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　   東京 2020 オリンピック
　    聖火リレーフォトグラフ

❶＿聖火リレー出発式では、第１走者の渡部陽
は る き

稀
さんが持つトーチに、大宅町長から聖火が灯されま
した
❷＿暖かい日差しと、沿道からの温かい拍手を体全
体に受け、快走する渡部さん
❸＿聖火リレーを盛り上げるために、聖火ランナー
の後方を走るサポートランナーの皆さん。南会津郡
内の小・中学校から11人が選抜されました

❷

❶

❹❺❻＿南会津町の聖火リレー
コースは、約２.2㌖。第１走者
を務めた渡部さんのほか、11
人のランナーが参加。近隣の
只見町や下郷町、檜枝岐村か
らのランナーも参加し、無事
にゴールまで聖火をつなぎま
した

❸

❹❺❻

❼❽

❾❿⓫

❼❽＿会津田島祇園祭の花嫁衣装に
身を包んだ女性や田島中学校吹奏楽
部の皆さんによる演奏は、出発式に
華を添えました
❾❿⓫⓬＿屋台の展示・しゃんぎり演奏

（南会津町）、桧枝岐神楽（檜枝岐村）、
スコップ三味線（只見町）なども披露
され、沿道を盛り上げるとともに、地域
の魅力を発信しました

⓭＿出発式会場では、フォトブースなども設けられました
⓮⓯＿当日は、オリンピックパートナ企業のスタッフや専
用車両も参加し、沿道で観覧される皆さんをおもてなし

⓬

⓭

⓯

⓮

⓰＿３月25日に楢葉町の「Ｊヴィレッジ」で
行われた聖火リレーオープニングパフォー
マンスでは、會津田島太鼓保存会「白

びゃっこ

鼓」の
皆さんが躍動感のある和太鼓演奏を披露。

「南会津町観光応援隊」として、町の元気を
全世界へ発信してくれました

３月 27 日 開催！

⓰
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職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
ご
案
内

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
ご
案
内

　　
　
　
　
　

  

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

町町

　

町
で
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
採
用

町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
募
集
を
開

始
し
ま
し
た
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
期
限
内
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　【
受
験
資
格
】

1
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

2
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条
項
）

　

に
該
当
し
な
い
方

【
年
齢
資
格
】

1
大
学
卒
程
度

　

平
成
４
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年

　

４
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

2
資
格
免
許
職

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

資
格
・
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
令
和

　
4
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

※
と
も
に
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。　

【
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】

1
大
学
卒
程
度
試
験

　
　
　
　
　

一
般
行
政
職　

５
人
程
度

2
資
格
免
許
職
試
験

　
　
　
　
　
　
　

保
健
師　
　

若
干
名

　
　
　
　
　
　
　

保
育
士　
　

若
干
名

【
試
験
日
時
・
場
所
】

1
第
１
次
試
験

　
日
時　
７
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
開
始

　

場
所　
福
島
大
学

　
　
　
　
　
（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

2
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し

　

ま
す
。

【
試
験
内
容
】

1
第
１
次
試
験

　
　
　

教
養
・
専
門
試
験
、
各
種
検
査

2
第
２
次
試
験

　
　
　
　

小
論
文
、
集
団
討
論
、
面
接

【
申
込
方
法
】

　
申
込
用
紙
は
、
総
務
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
町
民
課
で
交
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
試
験
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

　

６
月
11
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
も
、
同
日
必
着
。　
　

　【申込み・問合せ】
　　  総務課  総務係
　　  〒 967-8501
　　  南会津町田島字後原甲 3531-1
　　  　　　　  電話  0241-62-6100
　 　 舘岩総合支所  町民課  総務係
　 　 　　　　  電話  0241-78-3320
　 　 伊南総合支所  町民課  総務係
　 　 　　　　  電話  0241-76-7711
　 　 南郷総合支所  町民課  総務係
　 　 　　　　  電話  0241-72-2111

　　

和
３
年
度
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

和
３
年
度
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
　
　

　
　
　

  

元
気
な
８
人
が
仲
間
入
り
！
い
つ
で
も
お
声
が
け
く
だ
さ
い

元
気
な
８
人
が
仲
間
入
り
！
い
つ
で
も
お
声
が
け
く
だ
さ
い

令令　税務課
　　原田　みさ

　健康福祉課
　　鈴木　博

ひ ろ き
貴

建設課
　星　　元

も と き
輝

農林課
　阿久津　流

りゅう

　生涯学習課
　　小山内陸

り く と
人

　環境水道課
　　赤羽　　希

のぞみ

南郷総合支所
振興課
　梁取　　倭

やまと

舘岩総合支所
振興課
　渡部　龍

りゅうと
人

　一日でも早く仕事
に慣れ、町民の皆さ
んが安心して生活で
きるよう、丁寧な業
務を心がけます。

　まだ分からないこ
とばかりですが、早
く仕事を覚えて、お
役に立てるよう頑張
ります。

　技師として、少し
でも南会津町のお役
に立てるよう、誠心
誠意頑張りたいと思
います。

　まだまだ未熟な面
がありますが、早く
仕事を覚え、南会津
町のお役に立てるよ
う頑張ります。

　町民の皆さんから
信頼される職員にな
れるよう、しっかり
頑張っていきたいと
思います。

　地元である南会津
町のお役に立てるよ
う、責任を持って業
務にあたりたいと思
います。

　まだまだ未熟です
が、少しずつ仕事を
覚え、町民の皆さん
のために頑張ってい
きたいです。

　早く仕事を覚え、
町民の皆さんから信
頼していただける職
員を目指して頑張り
ます。
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　【申込み・問合せ】
　  奥会津博物館　電話  0241-66-3077

　　

心
者
向
け
藍
染
講
座

心
者
向
け
藍
染
講
座

         
         

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

初初
　

奥
会
津
博
物
館
で
は
、
藍
染
め
初
心

者
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
設
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
・
開
催
場
所
】

1
第
1
期
（
計
4
回
）

　

6
月
13
日
（
日
）　

御
蔵
入
交
流
館

　

6
月
26
日
（
土
）　

奥
会
津
博
物
館

　

6
月
27
日
（
日
）　

奥
会
津
博
物
館

　

7
月
3
日
（
土
）　

奥
会
津
博
物
館

2
第
2
期
（
計
4
回
）

　

7
月
24
日
（
土
）　

伊
南
会
館

　

7
月
31
日
（
土
）　

奥
会
津
博
物
館

　

8
月
1
日
（
日
）　

奥
会
津
博
物
館

　

8
月
7
日
（
土
）　

伊
南
会
館

【
開
催
時
間
】

　

午
前
10
時
～
正
午

【
対　
象　
者
】

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
20
代
か
ら
50
代
ま
で
の
方
で
、
4
回

　
す
べ
て
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
人
員
】

　

各
8
人　
　

【
受　
講　
料
】

　

３
０
０
０
円
（
材
料
費
を
含
む
）

【
講
座
内
容
】

　

4
回
の
講
座
（
型
彫
り
、
糊
置
き
、

染
め
、
裁
縫
）
を
通
じ
て
、
ラ
ン
チ
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
を
製
作
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

1
第
1
期　

5
月
31
日
（
月
）

2
第
2
期　

7
月
4
日
（
日
）

【
そ　
の　
他
】

 

・ 

2
期
両
方
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・ 

講
座
内
で
ミ
シ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

　

ミ
シ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

　【申込み・問合せ】
　　環境水道課  環境衛生係
　　　　　　　　 電話  0241-62-6140
　　舘岩総合支所  振興課  環境水道係
　　　　　　　　 電話  0241-78-3335
　　伊南総合支所  振興課  環境水道係
　　　　　　　　 電話  0241-76-7717
　　南郷総合支所  振興課  環境水道係
　　　　　　　　 電話  0241-72-2114

　　

み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
の

み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
の

         
         　

整
備
を
支
援
し
ま
す

　

整
備
を
支
援
し
ま
す

ごご
　

町
で
は
、
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を

整
備
す
る
地
区
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
締
切
】

　

10
月
29
日
（
金
）

【
補
助
対
象
】

1
新
設
・
既
設
の
集
積
所
を
問
わ
ず
、

　

集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
地
区

2
現
在
使
用
し
て
い
る
集
積
所
ボ
ッ
ク

　

ス
を
更
新
す
る
地
区

【
補　
助　
額
】

　
必
要
経
費
の
１
／
２
以
内

　
　
　
　
　
　
　　
（
限
度
額
10
万
円
）

【
補
助
要
件
】

1
年
度
内
に
整
備
が
完
了
す
る
こ
と

2
地
権
者
や
近
隣
住
民
の
承
諾
を
得
て
、

　

交
通
面
や
衛
生
面
で
支
障
が
な
い
土

　

地
に
整
備
す
る
こ
と

3
悪
天
候
や
強
風
に
も
耐
え
ら
れ
る
構

　

造
で
あ
る
こ
と

4
地
区
の
責
任
で
、
適
正
に
維
持
・
管

　

理
が
で
き
る
こ
と

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
た
め
、

　
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

整
備
す
る
14
日
前
ま
で
に
、
区
長
に

よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　　

げ
ん
き
カ
フ
ェ
に

げ
ん
き
カ
フ
ェ
に

　　
    
    

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か

脳脳
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
や
そ
の
予
防
法
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
で
の
会
話
を

通
じ
、
楽
し
く
交
流
で
き
る
「
脳
げ
ん

き
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　【
開
催
日
時
】

　

5
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　

町
役
場
本
庁
舎
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
開
催
内
容
】

 

・ 

認
知
症
予
防
の
体
操
（
30
分
程
度
）

 

・ 

参
加
者
同
士
の
交
流

 

・ 

専
門
職
に
よ
る
相
談
対
応

【
参　
加　
料
】

　

一
人
あ
た
り
１
０
０
円

【
そ　
の　
他
】

 

・ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
電
話

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・ 

認
知
症
予
防
の
体
操
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

 

・ 

感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

　

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

・ 

当
日
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、

　

無
理
を
せ
ず
、
参
加
を
お
控
え
く
だ

　

さ
い
。

　  【申込み・問合せ】　
　　     町地域包括支援センター　電話  0241-64-5035

　参加者同士で楽しく交流
しましょう。
　興味・関心のある方は、
お問い合わせください。

　　

年
に
一
度
の
経
済
セ
ン
サ
ス

年
に
一
度
の
経
済
セ
ン
サ
ス

   
   　　

  

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

５５

　【問合せ】
　　総合政策課  広報情報係
　　　　　　　　 電話  0241-62-6210
　　舘岩総合支所  振興課  企画観光係
　　　　　　　　 電話  0241-78-3330
　　伊南総合支所  振興課  企画観光係
　　　　　　　　 電話  0241-76-7715
　　南郷総合支所  振興課  企画観光係
　　　　　　　　 電話  0241-72-2900

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令
和

3
年
6
月
1
日
現
在
で
「
令
和
3
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。
町
内
す
べ
て
の
事
業
所
や
企

業
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
は
、

事
業
所
や
企
業
に
よ
る
経
済
活
動
の
状

況
を
、す
べ
て
の
産
業
分
野
で
全
国
的
・

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特
に

重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
施
策
立
案
の
み
な
ら
ず
、
民
間

企
業
に
よ
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、

社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
専
門
の
調
査
員
が
直
接

配
布
に
伺
い
ま
す
。
調
査
員
証
や
腕
章

を
身
に
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

経済センサス
キャンペーンサイト
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ま ち の 話 題
news & topics

地域住民の皆さんによる放水訓練

町消防団第１支団春季非常招集訓練
迅速な消火活動に向けて

　

町
消
防
団
が
定
期
的
に
行
う
「
非
常

招
集
訓
練
」。
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
団
員
の
消
火
技
術
を
磨
く

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
防
火
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
10
日
に
行
わ
れ
た
町
消
防
団
第
1

支
団
の
春
季
非
常
招
集
訓
練
で
は
、
長
野

区
・
大
豆
渡
区
・
古
今
区
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
、
緊
急
時
を
想
定
し
た
消
火
活
動
が

進
め
ら
れ
、
団
員
間
の
連
携
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

町
消
防
団
で
は
、
引
き
続
き
予
防
・
消

防
の
啓
発
強
化
に
努
め
ま
す
の
で
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

早朝から多くの団員が参加

各団員の防火・防災意識の高さが訓練にも表れていました

田部原保育所入所式

新たな一歩を踏み出す子どもたち
ドキドキとワクワクが交差

　

４
月
５
日
に
町
立
保
育
所
、
４
月
９
日

に
町
立
幼
稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
入
所
・
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
ご
と
に
、
元
気

の
よ
い
返
事
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

町
立
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
た

４
月
６
日
。
小
学
校
に
は
、
計
93
人
が
入

学
。
緊
張
し
な
が
ら
も
堂
々
と
式
に
臨
む

新
１
年
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
は
、
計
１
２
３
人
が

入
学
。
一
回
り
大
き
な
制
服
に
身
を
包
ん

だ
生
徒
た
ち
の
視
線
は
、
将
来
を
見
据
え

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

田島第二小学校入学式

荒海中学校入学式

初めて「藍染め」を体験された内堀知事

奥会津博物館で藍染めを体験
内堀知事が町を訪問

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
4
月
27
日
、
内
堀

雅ま
さ
お雄

知
事
が
来
町
さ
れ
、
町
が
誇
る
伝
統

文
化
「
藍
染
め
」
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
生
初
と
な
る
藍
染
め
体
験
に
、
興
味

津
々
の
内
堀
知
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
青
天
を
衝
け
」
の
ロ
ケ
地
に
選
定
さ
れ

た
話
題
に
も
触
れ
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
「
染
め
の
工
程
」
は
進
み
ま
す
。

　

丁
寧
に
染
め
ら
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
開
く

と
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

藍染保存会の皆さんが「藍染め」を丁寧にレクチャー

茅葺き屋根の古民家「染屋」の前で記念撮影

贈呈式の様子

企業版ふるさと納税贈呈式を開催
地方の暮らしを支えるために

目録と感謝状を取り交わす大宅町長㊧と田中代表取締役社長（当時）㊨

　

3
月
29
日
、
東
京
都
千
代
田
区
に
本
社

を
持
ち
、
個
人
向
け
に
特
化
し
た
電
力
事

業
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
な
ど
を
展
開
す
る

㈱
エ
ネ
ク
ス
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
（
田
中

文ふ
み
や弥

代
表
取
締
役
社
長
）の
皆
さ
ん
か
ら
、

町
に
寄
附
金
１
０
０
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
中
代
表
取
締
役
社
長
は
、
寄
附
金
の

使
い
道
に
つ
い
て
「
町
の
暮
ら
し
の
実
態

に
合
わ
せ
、
除
雪
や
融
雪
に
関
わ
る
恒
久

的
な
取
り
組
み
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
地
方
創
生
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　贈呈式の終了後、限られた時間ではありましたが、
東部クリーンセンターや町内各事業所などの視察を
行いました。なお、（株）エネクスライフサービスの
ホームページもご覧ください。
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４月 会議・行事名

１ 職員辞令交付式（町役場・南会津会・南会津地方
広域市町村圏組合・南会津地方環境衛生組合）/ 課
長会議

２ 町立小中学校新任教職員着任披露式 / 鳥獣被害対
策実施隊委嘱状交付式

３ 田島保育園入園式

５ 南郷保育所入所式 / 田島郵便局来庁 / 南会津建設
事務所来庁

6 南会津警察署来庁 / 舘岩少年自然の家来庁
7 湯田保典氏交通安全啓発品贈呈式 / 町納税貯蓄組

合長会議
８ 奥会津振興センター来庁 / 県立南会津高等学校入

学式
９ 会津総合開発協議会役員会
12 尾瀬国立公園田代山土砂流出被害調査
13 町交通対策協議会総会 / 若松人権擁護委員協議会

南会津地区部会総会
14 県病院局来庁 / 県立高校改革室来庁 / 東北電力ネット

ワーク（株）来庁 / 町消防団第１支団夜警巡視（初日）
15 町消防団第１支団夜警巡視（２日目）
16 会津交通（株）来庁
17 国土交通副大臣との懇談会
19 会津鉄道（株）来庁
21 会津総合開発協議会総会・同南会津地方部会総会 /

会津・野岩鉄道利用促進協議会総会
22 県生活環境部来庁 /DMC aizu 来庁
23 南会津着地型観光推進協議会総会 / 行政区長・行

政連絡員会議（南郷地域）
26 駒止湿原保護協議会総会・同役員会
27 県知事との意見交換会 / 町ホストタウン推進実行

委員会第１回総会
28 行政区長・行政連絡員会議（伊南・舘岩地域）
30 行政連絡員会議および区長会総会（田島地域）/ 課

長会議 / 第 17 回新型コロナウイルス感染症対策本
部会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を報告するコーナーです。

№ 82

　

3
月
30
日
、
令
和
2
年
度
町
教
育
委
員

会
表
彰
「
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
た

長
沼
悟の

り
あ
き詮

さ
ん
（
会
津
若
松
市
）、
佐
藤

善ぜ
ん
き
ゅ
う

久
さ
ん
（
北
塩
原
村
）、星
充み

つ
るさ

ん
（
会

津
若
松
市
）、
馬
場
博ひ

ろ
ふ
み文

さ
ん
（
会
津
若

松
市
）
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
南
武
道
館
少
年
剣
道
大
会
が
始
ま
っ
た

当
初
か
ら
審
判
員
や
役
員
な
ど
を
務
め
、

子
ど
も
た
ち
や
後
進
の
指
導
・
育
成
に
尽

力
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ん
。

　

出
場
す
る
選
手
や
指
導
者
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
、
当
大
会
を
多
く
の
参
加
者
が

集
う
県
内
屈
指
の
剣
道
大
会
に
ま
で
導
く

と
と
も
に
、「
剣
道
の
里
伊
南
」
を
全
国

に
印
象
付
け
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

左から星さん、佐藤さん、長沼さん、馬場さん

令和２年度町教育委員会表彰を伝達
少年剣道大会とともに歩む

左から室井町議会議長、湯田さん、大宅町長

湯田保典さんから交通安全啓発品が届く
子どもたちの交通安全を願って

　

4
月
7
日
、
湯
田
保や

す
の
り典

さ
ん
（
永
田
）

か
ら
、
町
に
交
通
安
全
啓
発
品
２
０
０
個

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
啓
発
品
は
、
亀
を

模
し
た
お
守
り
で
、
す
べ
て
手
編
み
で
作

ら
れ
た
も
の
。

　

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
い
、
啓

発
品
を
毎
年
製
作
さ
れ
て
い
る
湯
田
さ
ん

は
「
家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
昨
年
よ

り
多
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

啓
発
品
は
、
田
部
原
保
育
所
や
び
わ
の

か
げ
保
育
所
の
交
通
安
全
教
室
で
、
参
加

児
童
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

優勝した田島スポーツ少年団ソフトボール部の皆さん

第25回春季ジュニアソフトボール大会を開催
「球春」到来を告げる

　

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
の
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
「
菅
家
俊
明
杯
第
25
回
春
季

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
4
月

17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
全

6
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▼
大
会
成
績

優　
　
勝　
田
島
ス
ポ
少
男
子
ソ
フ
ト
部

準　
優　
勝　
り
ん
ど
う
ス
ポ
少

第　
3　
位　
荒
海
・
桧
沢
連
合

　
　
　
　
　

舘
岩
ベ
ア
ー
ズ
ス
ポ
少

▼
個
人
賞

最
優
秀
賞　
渡
部　

琉る

い生
（
田
島
）

敢　
闘　
賞　
湯
田　

紗さ

や也
（
り
ん
ど
う
）

星教育長に目録を手渡す二瓶会長㊥、小島支店長㊨

大東田島会が国語辞典を寄贈
新入学児童の「学び」を支援

　

大
東
銀
行
田
島
支
店
（
小
島
敏と

し
お夫

支

店
長
）
の
取
引
先
で
つ
く
る
大
東
田
島
会

（
二
瓶
浩ひ

ろ
あ
き明

会
長
）
で
は
、
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
2
年
前
か
ら
新
入
学
児
童

を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

4
月
19
日
、
今
年
度
新
た
に
町
立
小
学

校
へ
入
学
し
た
児
童
93
人
に
対
し
、
二
瓶

会
長
お
よ
び
小
島
支
店
長
か
ら
国
語
辞
典

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
瓶
会
長
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現

代
は
、
調
べ
れ
ば
す
ぐ
に
答
え
が
見
つ
か

る
時
代
。
し
か
し
、
あ
え
て
紙
の
辞
典
に

触
れ
る
こ
と
で
、
語
彙
力
を
身
に
付
け
、

言
葉
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま ち の 話 題
news & topics

　　令和３年３月１日から３月３１日までに、ご協力いただいた
　件数は、69件となりました。町のホームページを通じ、納税者
　の皆さんをご紹介させていただきますので、右記のＱＲコード
　からご確認ください。
　　心温まる寄附に対し、深く感謝申し上げます。

　ふるさと納税は、パソコンやスマート
フォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済も可能です。

南会津町
ふるさと納税ページ

【問合せ】　総合政策課　企画政策係　電話　0241-62-6210

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

会長を務める大宅町長からあいさつ

町ホストタウン推進実行委員会総会を開催
アルメニア共和国との交流に向けて

　

4
月
27
日
、
町
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進

実
行
委
員
会
の
第
1
回
総
会
が
御
蔵
入

交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
不
確
定
要
素
が
多
く
あ
る
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
。
先
行
き

が
見
通
せ
な
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、

大
会
終
了
後
に
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
選
手

団
と
町
民
に
よ
る
交
流
の
場
を
設
け
る
な

ど
、
各
種
事
業
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
充
実

し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
引
き
続
き
協
議
・
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

総会の様子
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
行
政
相
談

委
員
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所

（
国
・
県
・
町
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
）
の
仕
事
に
関
す
る
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
3
年
4
月
1
日
付
け
で

３
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏
　
名

行
政
区

新
・
再

　
舟
木
由
紀
子

上
中
町

再
　
任

　
星
　
　
昭
男

湯
ノ
花

再
　
任

　
馬
場
　
美
光

木
　
伏

新
　
任

　

総
務
課　

総
務
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

問℡

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

毎
年
5
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

で
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
世
界

禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
、
5
月
31
日
か
ら

6
月
6
日
ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
、喫
煙
者
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

周
り
の
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
か
ら
、
健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
令

和
2
年
4
月
1
日
か
ら
飲
食
店
を
含
む
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
施
設
が
原
則
屋
内
禁
煙
と

な
り
ま
し
た
。

　

県
に
お
い
て
も
、
令
和
3
年
4
月
1
日

に
「
ふ
く
し
ま
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を

施
行
し
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
や
大
切
な

家
族
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
の
た
め
、

禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
２

℡ 問

県
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相
談
や
要
望

を
は
じ
め
、
県
民
生
活
に
関
わ
る
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
面
接
相
談
】

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

南
会
津
合
同
庁
舎

　

相
談
日
前
日
の
正
午
ま
で
に
事
前
予
約

　

が
必
要
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

０
１
２
０
（
８
９
９
）
７
２
４

【
電
話
相
談
】

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
～
正
午　

　

午
後
の
部　

午
後
1
時
～
午
後
４
時

　

県
政
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
８
９
９
）
７
２
１

　

会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

０
１
２
０
（
８
９
９
）
７
２
４

℡ 日場申℡ 注℡問 問 日

　
交
通
事
故
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
請
求

や
示
談
に
関
わ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
巡
回
相
談
】

　

交
通
事
故
相
談
員
が
、
各
合
同
庁
舎
を

巡
回
し
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

6
月
8
日
（
火
）、
7
月
13
日
（
火
）

　

8
月
11
日
（
水
）、
9
月
14
日
（
火
）　

　

10
月
12
日
（
火
）、
11
月
9
日
（
火
）

　

12
月
14
日
（
火
）、
1
月
12
日
（
水
）　

　

2
月
8
日
（
火
）、
3
月
8
日
（
火
）

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

　

会
津
若
松
合
同
庁
舎

　

相
談
日
前
日
の
正
午
ま
で
に
事
前
予
約

　

が
必
要
で
す
。

　

県
民
広
聴
室
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

０
２
４
（
５
２
１
）
４
２
８
１

【
電
話
相
談
】

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

　

県
民
広
聴
室
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

０
２
４
（
５
２
１
）
４
２
８
１

日場注申℡日問℡

相
　
談

　
大
規
模
自
然
災
害
で

　
　
　
　
　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
9
月
2
日
以
降
に
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
自
然
災
害
（
令
和
元

年
台
風
19
号
、
令
和
3
年
福
島
県
沖
地
震

な
ど
）
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
個
人
や
個

人
事
業
主
の
方
は
「
自
然
災
害
被
災
者
債

務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・
減
額
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
債
務
の
免
除
に
は
一
定
の
要

件
が
あ
り
、借
入
先
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

1
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
支
援
が
無
料
で
受

　

け
ら
れ
ま
す
。

2
財
産
の
一
部
を
、
手
元
に
残
す
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

3
債
務
整
理
を
し
た
事
実
は
、
個
人
信
用

　

情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
者
さ
れ
た

　

方
も
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
で
す
。

　

ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融
機
関
な
ど

問

　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
で
は
、

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
（
職
業
訓
練
）
の
受
講

生
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
】

1
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
（
旅
行
業

　
法
編
）
コ
ー
ス
（
6
日
間
）

　

10
人　
　

7
３
８
０
円（
教
材
費
込
み
）

　

6
月
2
日
（
水
）

2
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
編
コ
ー
ス
（
2
日
間
）

　

10
人　
　

５
８
５
０
円（
教
材
費
込
み
）

　

6
月
4
日
（
金
）

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
】　

　

6
月
13
日
（
日
）、
7
月
22
日
（
木
）、

　

8
月
7
日
（
土
）、
8
月
22
日
（
日
）、

　

10
月
16
日
（
土
）

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　
（
喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
ー
16
）

　

０
２
４
１
（
２
７
）
３
２
２
１

締 定定 締

料料

注 日問℡

ガイドライン
運営機関

厚生労働省
ＨＰ

テクノアカデミー
会津

　
女
性
の
た
め
の

　
　
　
　
Ｉ
Ｔ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
塾

　

会
津
大
学
で
は
、
令
和
3
年
度
も
引
き

続
き
「
女
性
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
関
連
業
務
な
ど
へ
の
就
業
な
ど
に

関
心
の
あ
る
女
性
の
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
募
集
コ
ー
ス
】

1
Ｉ
Ｔ
基
礎
・
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ー
ス

　
（
3
カ
月
間
）

　

８
月
１
日
（
日
）
～
10
月
31
日
（
日
）

　

45
人　
　

２
万
円

　

6
月
20
日
（
日
）

2
プ
ロ
グ
ラ
マ
基
礎
・
起
業
応
援
コ
ー
ス

　
（
7
カ
月
間
）　

　

8
月
1
日（
日
）～
翌
年
2
月
28
日（
月
）

　

45
人　
　

4
万
円

　

6
月
20
日
（
日
）

　

女
性
の
た
め
の

　
　
　

Ｉ
Ｔ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
塾
事
務
局

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
７
６
８

会津大学ＨＰ

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

５月の納税こよみ
固定資産税　第１期
軽自動車税　全　期
国　民　年　金　４月分
納期限は５月 31 日（月）です

料 料

定 日日定 締締問℡
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ー 保健事業の問合せは ー

　健康福祉課　健康増進係
　　　　　　　電話　0241-62-6180
　舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-78-3325
　伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-76-7713
　南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-72-2225

日　程 病　院　名 電　話

５月23日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036

　　30日 伊 南 小 野 木 ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-76-7780

６月６日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688

　　13日 耳鼻咽喉科あべクリニック （南会津町） 0241-62-8733

　　20日 朝 日 診 療 所 （只　見　町） 0241-84-2211

　　27日 き む ら ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-62-5576

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

５ ・ ６月の日曜当番医

健 康 通 信
health information

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
頼
り
頼
ら
れ
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

ｖｏｌ 37

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル 

e
g
a
o
@
m
i
n
a
m
i
a
i
z
u
.
o
r
g

新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
し
い

環
境
に
身
を
置
く
お
子
さ
ん
た
ち

は
、
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た
と

き
に
、
相
談
で
き
る
人
を
見
つ
け

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は

「
人
を
頼
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
を
し

つ
け
る
場
面
で

「
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
」
「
自
分

の
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
や
り
な

さ
い
」
と
い
っ
た
言
葉
を
伝
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
自
身

も
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃

に
、
両
親
か
ら
伝
え
ら
れ
た
経
験

が
あ
る
た
め
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
用
す
る
言
葉
で
す
。

世
間
で
は
、
自
分
の
こ
と
を

自
分
で
で
き
る
人
が

「
自

立
し
た
人
」
と
捉
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
発
達
に

関
わ
る
専
門
家
の
視
点
で

は

「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
子
、

人
に
甘
え
な
い
子
」
と

「
自
立
」

は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

相
手
に
過
度
に
依
存
せ
ず
、

適
度
に
頼
り
頼
ら
れ
る
関

係
を
築
く
こ
と
が

「
自
立
」
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
れ
ば
、
必
ず
人
に

甘
え
た
り
頼
っ
た
り
す
る

場
面
が
発
生
し
ま
す
。

例
え
ば
、
仕
事
が
で
き
る
と

評
判
の
人
が
、
家
で
は
甘

え
ん
坊
だ
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

家
族
に
甘
え
て
疲
れ
を
癒
す
こ
と

で
、
仕
事
に
集
中
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
甘
え
は
、
自

分
が
人
を
頼
る
ば
か
り
で
、

人
か
ら
頼
ら
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す

る

「
悪
し
き
依
存
」
で
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
夫
婦
間
で
も
、
親

子
間
で
も
、
互
い
に
頼
り
頼
ら
れ

る
対
等
の
関
係
こ
そ

「
望
ま
し
い

依
存
」
で
す
。

お
子
さ
ん
が
成
長
し
て
い
く

中
で
、
何
で
も
一
人
で
す

る
必
要
は
な
く
、
相
手
を
頼
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
友
だ
ち
か
ら
も
頼
ら
れ
る
関

係
性
が
築
か
れ
ま
す
。

宿
題
で
も
遊
び
で
も
、
困
っ

た
と
き
は
相
手
を
頼
り
、

友
だ
ち
か
ら
頼
ら
れ
た
と
き
は
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

尽
く
す
よ
う
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

育
ち
盛
り
の
お
子
さ
ん
に
「
社

会
的
に
自
立
し
て
ほ
し
い
」

と
思
う
と
き
は
、
「
孤
立
」
と
は

異
な
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

安
心
し
て
人
を
頼
り
、
頼

ら
れ
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

言
葉
で
教
え
る
よ
り
も
、
身

近
に
い
る
大
人
た
ち
が
姿

勢
を
示
す
こ
と
は
効
果
的
で
す
。

家
族
同
士
で
困
り
ご
と
を
助

け
合
う
姿
、
両
親
が
お
友

だ
ち
と
相
談
し
合
う
姿
、
先
生
た

ち
が
子
ど
も
た
ち
を
頼
り

「
あ
り

が
と
う
」
と
伝
え
る
姿
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
、
頼
り
頼
ら
れ
る

関
係
性
を
学
ん
だ
お
子
さ
ん
は
、

失
敗
し
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

非
行
や
犯
罪
に
関
わ
っ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
少
な
い
と
い
う
研
究
結

果
も
あ
り
ま
す
。

頼
り
頼
ら
れ
る
こ
と
を
多
く

経
験
す
る
こ
と
は
、
お
子

さ
ん
が
相
手
へ
の
心
遣
い
を
学
ぶ

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

自
分
の
困
り
ご
と
を
、
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
方
法
を

考
え
て
み
る
。
言
葉
で
説
明
が
難

し
い
と
き
は
、
メ
モ
を
取
る
こ
と

も
有
効
で
す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
は
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち

「
え
が
お
」
で
は
、

保
健
師
や
心
理
士

・
社
会

福
祉
士
が
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
お
子
さ

ん
が
、
信
頼
で
き
る
人
に

悩
み
を
相
談
で
き
ま
す
よ
う
に
。

ま
た
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

【
お
す
す
め
図
書
】

　

ゆ
る
っ
と
こ
そ
だ
て
応
援
ブ
ッ
ク

細
尾
ち
あ
き
／
文
と
絵

子ども情報
ステーション

令和３年度子宮がん ・ 骨粗しょう症 ・ 乳がん検診のご案内

　町では、６月から婦人科検診を実施します。昨年末に提出
いただいた「令和３年度がん検診・健康診査申込書」で婦人
科検診を申し込まれた方には、受診録を配布します。
　受診を希望される方で、申し込みがお済みでない方は、下記
問い合わせ窓口まで、お早めにお申し込みください。なお、
乳がん検診は、事前に受診日の予約が必要です。予約方法など
の詳細は、申し込まれた方に個別に通知します。
　検診日程および料金については、３月末に配布した「令和
３年度南会津町健康増進事業日程表」をご確認ください。 令和３年度南会津町健康増進事業日程表イメージ

　

　アスパラガスは、「アスパラギン酸」という特有の

栄養素を持ち、グリーン・ホワイト・さくら・紫など

の種類があります。

●疲労回復を促進

　「アスパラギン酸」には、疲労物質の「乳酸」をエネ

ルギーに変える働きがあります。むくみの解消やデト

ックスにも効果的です。

●脳卒中や動脈硬化を予防

　穂先に多く含まれる「ルチン」には、血管の弾力性

を保ち、血液循環をスムーズにさせる働きがあります。

ビタミンＣと一緒に摂取すると、抗酸化作用や血圧を

下げる効果が高まります。

作り方

❶アスパラガスは根元の皮を

　むき、軽くゆで、水気を切る

❷豚肉を２枚広げ、粒マスタ

　ードを塗り、アスパラを巻く

❸小麦粉に、牛乳と塩麹を混

　ぜる

❹パン粉に粉チーズとパセリ

　を混ぜる

❺❷に❸を絡め、❹をまぶし、

　180℃の油で揚げる

材料（４人分）

アスパラガス（２Ｌ）　 ４本

豚薄切り肉　　　　　  ８枚

粒マスタード　　 大さじ１

小麦粉　　　　　  大さじ２

牛乳　　　　　　  大さじ２

塩麹　　　　　　  小さじ１

パン粉　　　　　　　 40㌘

粉チーズ　　　　  大さじ１

パセリみじん切り  大さじ１

揚げ油　　　　　　　  適量

アスパラの塩麹

　　肉巻きフライ

栄養士監修コラム 

野菜を使った健康レシピ野菜を使った健康レシピ

 今月の野菜

 アスパラガス 栄養価（１人分）

　エネルギー　186kcal

　たんぱく質　　 13.0g

　脂質　　　　　　9.1g

　塩分相当量　　　0.4g
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　■ 全国書店員が選んだ　いちばん ！ 売りたい本　「2021 年本屋大賞受賞作品」 をご紹介

図書館図書館へ行こう！

【一般図書】

　55 歳、大人のまんなか　　　　　　広瀬　裕子　著　

　新謎解きはディナーのあとで　　　東川　篤哉　著　

　少しぐらいの嘘は大目に　　　　　向田　邦子　著　

　世界を変える知財力　　　　　　　佐藤　辰彦　著　

　つむぐつながる共に。　　　　　　崎山ひろみ　文

　ドキュメント　　　　　　　　　　湊　かなえ　著　

　なごり雪　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹　著　

　半逆光　　　　　　　　　　　　　谷村　志穂　著

　道をたずねる　　　　　　　　　　平岡　陽明　著　

　むしろ、考える家事　　　　　　　山崎ナオコーラ　著　

【児童図書】

あなたのすてきなところはね　　　玉置　永吉　作　

きつね山の赤い花　　　　　　　　安房　直子　作

くつやさんとおばけ　　　　　　　いわさきさとこ　作　　

こいのぼりセブン　　　　　　　　もとしたいづみ　作

５分後に意外な結末Ｑ　　　　　　桃戸　ハル　著

なすびは何色？　　　　　　　　　山本　　泉　作　

ふしぎなヒマラヤスギ　　　　　　佐々木智子　著

虫っておもしろい！どうなるの？虫がいなくなったら　

　　　　　　　　　　　　　　　　養老　孟司　文

ルルとララのガトーショコラ　　　あんびるやすこ　作・絵

新 着 本 の ご 案 内

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和３年５月１日現在

総人口 １４，７３８ 人 （－１７）
男 ７，２４４ 人 （－　２）
女 ７，４９４ 人 （－１５）

世帯数 ６，５０２ 世帯 （＋３１）
※（　）内は前月比　

  開館時間　午前１０時～午後６時

  電　　　話　０２４１-６２-５５２２
（蔵書検索システム）

ネット上から
本の検索、予約ができます

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

開 館 カ レ ン ダ ー

５月（Ｍａｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

は休館日

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
花
曇
り
柳
の
枝
の
艶
め
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
　
昴
明

　
白
和
の
土
筆
朱
塗
の
手
塩
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
田
　
畊
道

　
土
を
割
り
芽
吹
き
の
力
彼
方
此
方
　
　
　
　
　
　
星
　
　
柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
愛
犬
の
吐
息
も
静
か
春
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
　
良

　
と
り
ど
り
の
色
の
和
菓
子
や
春
の
雪
　
　
　
　
　
岡
本
り
つ
子

　
も
の
の
芽
の
一
気
に
伸
び
る
日
差
し
か
な
　
　
　
馬
場
　
忠
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
春
眠
や
今
日
も
雀
に
起
こ
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
栄
子

　
残
雪
の
山
に
母
校
の
応
援
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
華
子

　
閉
館
の
ホ
テ
ル
朧
や
月
あ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
平
野
恵
美
子
　
　

鴫
山
短
歌
会

　
オ
ン
ラ
イ
ン
「
女
優
ラ
イ
ト
」
を
買
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
有
る
と
無
い
で
は
ま
る
で
別
人
　
猪
股
　
宏
光（
下
塩
江
）

　
雪
ゆ
る
み
地
蔵
の
赤
い
ず
き
ん
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
丸
き
ほ
っ
ぺ
も
わ
ず
か
に
の
ぞ
く
　
梅
宮
ト
キ
子（
今
生
）

　
誰
も
来
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
外
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ス
が
一
羽
一
声
さ
び
し
　
梅
宮
　
直
子（
今
生
）

　  

まちの文芸

６月（Ｊｕｎｅ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

  ■ 本屋大賞

  　  「52ヘルツのクジラたち」

  　 著者：町田そのこ

（中央公論新社）

　自分の人生を家族に搾取されてきた
女性と、母親に「ムシ」と呼ばれてい
る少年。愛を欲し、裏切られてきた二
人が出会い、新たな物語が生まれる。

■ 第２位   
　 「お探し物は図書室まで」 
　 著者：青山美智子（ポプラ社）

　ある小さな図書
室が舞台。人生に
悩む人々と、不愛
想だけど聞き上手
な司書さんが織り
なす物語。

■ 第３位
　  「犬がいた季節」
　 著者：伊吹有喜（双葉社）

　四日市の進学校
に迷い込んだ一匹
の犬。12年もの間、
その犬は高校生の
青春を見守り続け
ることになる。　

  ■ 翻訳小説部門 第１位

  　 「ザリガニの鳴くところ」

  　 著者：ディーリア・オーエンズ

（早川書房）

　ノースカロライナ州の湿地で青年
の遺体が見つかり、疑いの目を向け
られた「湿地の少女」カイア。事件
の真相やいかに。

　みうらじゅん氏
の広報技術や驚き
の仕事術を丁寧に
解説。「人と違うこ
とをやり続ける」
大切さに触れる。

■ 発掘部門「超発掘本！」
　 「ない仕事」の作り方 
　 著者：みうらじゅん（文芸春秋）

　　「2021年本屋大賞」の受賞
　作品が発表されました。受賞
　作品は、図書館で貸し出して
　いますので、特別整理期間の
　終了後に、ご利用ください。

本屋大賞ＨＰ

◆表紙を飾ってくれたのは、金藤奏
か な た

多くん。ゴールデンウィーク
　は遠出を控え、お父さんと一緒に奥会津博物館を訪問。初
　めての囲炉裏を前に、すてきな笑顔を見せてくれました。
◆会津鉄道の皆さんを取材しました。私自身も移動手段は自
　家用車ばかり。列車に揺られながら、車窓を楽しむ時間を過
　ごしてみたいと思います。皆さんもいかがですか。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　津 吹 雅 之

編 記後集

お詫びと訂正
　広報 2021 年４月号（№ 181）２ページの「表紙の説明欄」
に掲載したお名前に誤りがありました。

誤　渡部陽樹くん
正　渡部陽稀くん

　深くお詫びして訂正いたします。
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町からのお知らせをメールで確認しましょう！

　町では、広報みなみあいづ３月号でお知らせした
「すぐメールプラス」サービスの運用を開始しました。
　右記の手順で、メールサービスに登録することが
できます。町民の皆さんをはじめ、町内にお勤めの
方、町外にお住まいの方もぜひご活用ください。
　なお、登録の操作が分からない場合は、担当窓口
でも対応しておりますので、お気軽にお越しくださ
い。出前講座にも対応します。

　1 空メールを送信
　　 皆さんが使用する端末に応じて、下記にアクセス
　　 の上、「空メールを送信する」ボタンを押します。
　　▼ ＰＣ・スマートフォンをご利用の方
　　
　 
　　　 　 
　　▼ 携帯電話（ガラケー） をご利用の方

　　　 
　　　 　 
　　▼ 上記の方法でメールが立ち上がらない場合
　　　 普段利用しているメールソフトの「宛先欄」に
　　 　次のアドレスを入力して、メールを送信します。

（　t-minamiaizu@sg-p.jp　）

　2 届いたメールを確認
　　 空メールを送信後、メールが届きますので、記載
　 　されたURLをクリックします。

　3 利用規約の確認
　　 利用規約を確認し、「同意する」ボタンを押します。
　　 
　4 配信カテゴリを選択
　　 配信を希望するカテゴリを選択後、登録情報を入
　 　力し、「確認画面へ」ボタンを押します。

　5 入力内容の確認および登録
　　 内容に誤りがなければ、「登録」ボタンを押します。
　　 登録完了画面が表示されたら、手続きは完了です。

  ■  「すぐメールプラス」への登録方法　

  http://plus.sugumail.com/usr/minamiaizu/home

  http://m.sugumail.com/m/minamiaizu/home　メールアドレスを登録いただくと、イベント情報
や子育て情報など、登録時に指定したカテゴリに合
わせ、町からのお知らせを受け取ることができます。
　また、防災行政無線による放送内容を文字で確認
することもできる便利なサービスです。

  ■  「すぐメールプラス」サービスとは？

　● 利用規約をよく読んだ上で、ご利用ください。
　● ドメイン「@sg-p.jp」あるいは「minamiaizu@
　　  sg-p.jp」のアドレスからメールの受信を許可
　　 してください。
　● URL付きメールの受信を許可してください。

  ■  登録を始める前に

　  【担当窓口・問合せ】
　　 総合政策課  広報情報係
　　 　　　　　　 電話  0241-62-6210
　　 舘岩総合支所  振興課  企画観光係
　　 　　　　　　 電話  0241-78-3330
　　 伊南総合支所  振興課  企画観光係
　　 　　　　　　 電話  0241-76-7715
　　 南郷総合支所  振興課  企画観光係
　　 　　　　　　 電話  0241-72-2900


